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広報ふたば 平成２９年１０月

　

日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
日
増
し
に
秋
の
気

配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
動
き
と
し
ま
し
て
、
９
月
15
日
、

帰
還
困
難
区
域
の
復
興
に
向
け
た
「
双
葉
町
・

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
」

が
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
域
の
大
部
分
が
帰
還
困
難

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
当
町
で
も
、
除
染
・

解
体
・
イ
ン
フ
ラ
復
旧
等
、
復
興
に
向
け
た

動
き
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
ま
す
。
一
日
も

早
い
帰
還
環
境
の
整
備
に
向
け
、
時
間
軸
を

意
識
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
こ
の
計
画
に
基
づ

く
取
り
組
み
を
早
期
か
つ
確
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

９
月
５
日
、
双
葉
町
復
興
町
民
委
員
会
を

開
催
し
、
24
人
の
委
員
の
方
々
に
委
嘱
状
を

交
付
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
委
員
会
は
、

昨
年
度
策
定
し
た
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
第
二
次
）
に
係
る
実
施
計
画
の
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
考
え
や

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
施
策
の
さ
ら
な
る
具

現
化
を
進
め
、
年
度
末
に
予
定
し
て
い
る
実

施
計
画
の
改
定
に
反
映
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

９
月
６
日
、
野
田
聖
子
総
務
大
臣
が
総
務

大
臣
と
し
て
は
初
め
て
双
葉
町
内
に
入
り
、

新
山
商
店
街
や
町
公
民
館
、
体
育
館
の
被
害

状
況
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
役
場
屋
上
か
ら

町
全
体
を
見
渡
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
「
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
」
の

整
備
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
野
田

総
務
大
臣
か
ら
は
「
町
民
の
皆
さ
ん
が
早
く

帰
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
い
う
力

強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
日
、

復
興
庁
の
土
井
亨
復
興
副
大
臣
も
町
内
に
入

り
、Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
、
第

３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会
を
招
集
し
ま
し

た
。
提
出
し
た
20
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
慎

重
な
審
議
を
い
た
だ
き
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
に
は
、
い
わ
き
市
立
南
部
ア

リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・

フ
ェ
ス
タ
in
ふ
た
ば
、ふ
た
ば
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

５
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
簡
単
に
で
き
る
競
技

を
行
い
、
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
震
災
前
、
毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
た

町
民
体
育
祭
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
体
を
動

か
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
10
月
12
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で

の
期
間
に
県
内
外
12
会
場
に
お
い
て
町
政
懇

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
町
政
懇

談
会
で
は
、
特
に
双
葉
町
の
命
運
を
か
け
る

双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）

に
基
づ
い
た
「
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復

興
再
生
計
画
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
双
葉
町
の
復

興
に
対
す
る
考
え
や
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
町

政
に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
近
く
の
会
場
に
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
寒
さ
に
向
か
う
時
節

で
す
の
で
、
健
康
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご

留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　８月２５日、双葉中学校昭和４７年度卒業生
「さつき会」様より、ふたばっ子教育支援基金
にご寄付をいただきました。

　９月６日、（株）アイライフ（代表取締役　中林幸一
様）より義援金をいただきました。（株）アイライフ様
には、平成２３年から毎年ご支援いただいています。

　８月２４日、双葉町歴史民俗資料館友の会の役員の方が町教育委員会を訪れ、町の教育・文化に役立
ててほしいと、「ふたばっ子教育支援基金」にご寄付いただきました。震災後、会の活動の継続が困難
となり当面の間、休会と判断したため会費の全額を寄付するものです。
　友の会は、歴史・文化に関する知識を深めるとともに、歴史民俗資料館の運営に協力することを目的
に平成９年４月に設立され、震災直前まで活動していました。

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます
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平成２９年１０月

【問い合わせ先】
復興推進課 ☎０２４６－８４－５２０３

　８月２８日、双葉町と大熊町の合同で、武藤経済
産業副大臣と東京電力ホールディングス（株）小早
川代表執行役社長に対し、避難を強いられている町
民の居住実態によって格差が生じないよう、家賃賠
償の対象期間を応急仮設住宅等の供与期間と合わせ
ることなどを強く求めました。

◇第１回双葉町復興町民委員会

◇実施計画の進捗管理と見直しについて

◇実施計画の検討体制

◇今後のスケジュール

　９月５日、平成２９年度第 1回双葉町復興町民委
員会をいわき事務所で開催しました。
　町では、平成２８年１２月に策定した「双葉町復
興まちづくり計画（第二次）」を具現化するため、二
次計画の実施計画を平成２９年３月に策定しました。
本年度の委員会は、具現化に向けた取組に対して委
員の皆さまからご意見等をいただくとともに、実施
計画の進捗管理を行うために設置したものです。
　第１回委員会では、冒頭、伊澤史朗町長から委員
２４人とアドバイザー１人に委嘱状が交付された後、
伊澤町長が「町内復興拠点の整備に関する取り組み、
さらに生活再建や町民コミュニティの維持・発展に
向けた取り組みなどについて、ぜひとも建設的なご
意見をいただきたい」とあいさつを述べました。
　この後、委員長に田中清一郎さん、副委員長に高
野泉さん、山本眞理子さんが選出され、町から「特
定復興再生拠点区域復興再生計画」と、委員会での
大まかな検討事項等について説明した後、質疑応答
と意見交換を行いました。

　実施計画は、当面の 3 か年度を計画期間として
おり、町民ニーズや諸情勢に柔軟に対応できるよ
う、適切な進捗管理のうえで、毎年度見直しを行う
こととしています。

　今年度は、副町長と全課長で構成される「復興ま
ちづくり計画推進会議」、役場の係長クラスの職員
で構成される「復興まちづくり計画推進会議幹事会」
のほかに、新たに「復興まちづくり計画推進会議幹
事会ワーキンググループ」を設置し、すべての中堅・
若手職員が参加し、テーマに分かれ議論しています。
　このほか、「有識者会議」や「双葉町復興町民委
員会」で、実施計画内の具体的な復旧復興事業の取
り組みの進捗について議論し、実施計画見直しの検
討を行います。

　委員会は今後、今年の１２月と来年の２月に開催
した上で、意見を取りまとめ、実施計画の改定に反
映させていく考えです。

○基盤整備工事（造成工事中・進捗率９５％）
○共同住宅（８７戸）※整備保留分除く
　（建築工事中・進捗率５２％）
　※共同住宅１棟（２１戸）は整備保留
○木造住宅（７２戸）（今秋着工予定）
　 なお、入居開始時期は、平成２９年度後期の予定です。

第１回双葉町復興町民委員会を開催しました第１回双葉町復興町民委員会を開催しました
－ 双葉町復興まちづくり計画（第二次）の具現化に向けて －－ 双葉町復興まちづくり計画（第二次）の具現化に向けて －

原子力損害賠償に関する原子力損害賠償に関する
要望・要求活動を行いました要望・要求活動を行いました

福島県復興公営住宅福島県復興公営住宅
（いわき市勿来酒井団地）の（いわき市勿来酒井団地）の
整備状況（本年８月末時点）整備状況（本年８月末時点）

原子力損害賠償に関する
要望・要求活動を行いました

福島県復興公営住宅
（いわき市勿来酒井団地）の
整備状況（本年８月末時点）

第１回双葉町復興町民委員会を開催しました
－ 双葉町復興まちづくり計画（第二次）の具現化に向けて －
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広報ふたば 平成２９年１０月

　

６
月
17
日
、
18
日
の
両
日
、
い
わ
き
市
と

郡
山
市
で
双
葉
町
の
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
に
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
、
県
道
井
手
長
塚

線
と
町
道
久
保
前
・
中
浜
線
ほ
か
２
路
線
の

都
市
計
画
道
路
に
関
す
る
説
明
会
を
福
島
県

と
合
同
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
関
係
者
58
名
が
参
加
し
、
町

の
復
興
計
画
、
シ
ン
ボ
ル
軸
の
事
業
計
画
と

都
市
計
画
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
を

し
ま
し
た
。
な
お
、
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
に
つ

き
ま
し
て
は
７
月
25
日
開
催
の
復
興
整
備
協

議
会
で
協
議
さ
れ
、
７
月
28
日
に
双
葉
都
市

計
画
道
路
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
、
浪
江
町
・
広
野
町
を
会
場
に
、

平
成
29
年
度
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町
か
ら
は
、野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
競
技
に
出
場
し
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
優
勝
、
剣
道
は
個
人
戦
で
準

優
勝
、
野
球
は
第
３
位
と
い
う
見
事
な
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
に
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

７
月
11
日
、
12
日
の
両
日
、
平
成
30
年
度

予
算
の
概
算
要
求
に
向
け
た
国
へ
の
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
被
害
実
態
に
即

し
た
賠
償
の
実
施
と
町
民
の
生
活
支
援
、
避

難
者
に
対
す
る
高
速
道
路
の
無
料
措
置
の
延

長
、
医
療
費
一
部
負
担
金
等
の
減
免
の
継
続

　

帰
還
困
難
区
域
内
の
復
興
再
生
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
と
な
る
、
双
葉
町
・
特
定

第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

６
月
定
例
会
以
降
の

－

復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
説
明
会

－

－

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

－

－

国
へ
の
要
望
活
動

－

行 
政 

報 

告

と
、
町
内
除
染
の
早
期
か
つ
計
画
的
な
実
施

な
ど
、
町
の
復
興
再
生
に
向
け
た
重
点
課
題

に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
へ
強
く
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
17
日
に
は
、
栃
木
県
那
須
町

に
お
き
ま
し
て
、
将
来
の
双
葉
町
を
担
う

小
・
中
・
高
校
生
の
再
会
の
機
会
と
、
児
童

生
徒
同
士
の
つ
な
が
り
と
心
の
交
流
、
絆
の

維
持
発
展
の
た
め
「
集
ま
れ
！
ふ
た
ば
っ
子

２
０
１
７
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
全
国

各
地
か
ら
多
数
の
小
・
中
・
高
校
生
と
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
体
験
活
動
や
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
花
火
鑑
賞
を
行
い
、

ま
た
、
双
葉
町
相
馬
流
れ
山
踊
り
保
存
会
に

復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
つ
い

て
は
、
県
を
始
め
と
す
る
関
係
機
関
か
ら
の

同
意
が
得
ら
れ
、
８
月
21
日
復
興
庁
へ
認
定

申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
８
月
２
日
の

議
会
全
員
協
議
会
で
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
を
中
心
と
す
る
約
５
５
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
エ
リ
ア
を
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
に
設
定
し
、
計
画
認
定
か
ら
の
約
５
年
間

で
、
除
染
な
ど
の
帰
還
環
境
整
備
を
国
、
県

と
も
連
携
し
な
が
ら
集
中
的
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

６
月
17
日
、
常
磐
自
動
車
道
４
車
線
化
、

及
び
双
葉
町
、
大
熊
町
に
建
設
さ
れ
る
追
加

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
着
工
式
典
が
い
わ

き
市
好
間
工
業
団
地
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

双
葉
町
に
建
設
さ
れ
る
追
加
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
平
成
31
年
度
末
に
完
成
の
見

込
み
で
あ
り
、
復
興
加
速
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
報
告

－

集
ま
れ
！ 

ふ
た
ば
っ
子２０

１
７

－

－
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

　

復
興
再
生
計
画

－

－

追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

着
工
式
典

－
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７
月
29
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
相
馬
野
馬
追
」
が

南
相
馬
市
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
原
発
事
故
以
来
初
め
て
小
高
神

社
か
ら
宵
乗
り
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
騎
馬
会
か
ら
も
６
騎
の
騎
馬
武
者
が

標
葉
郷
か
ら
出
陣
し
、
五
郷
の
騎
馬
武
者
と

共
に
、
雲
雀
ヶ
原
祭
場
に
向
け
て
進
軍
し
、

甲
冑
競
馬
、
神
旗
争
奪
戦
な
ど
に
参
加
、
無

事
に
凱
旋
し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
か
ら
８
月
11
日
ま
で
、「
双
葉

町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
」
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
双
葉
中
学
校
か
ら
７
名
、
そ
の
ほ

か
避
難
先
の
中
学
校
か
ら
５
名
、
計
12
名
の

中
学
生
が
現
地
の
学
校
で
の
交
流
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
積
ん
で
見
聞
を
広
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

８
月
６
日
、
第
70
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
相
双
地
域
大
会
」
が
新

地
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町
か
ら
は

９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
出
場
し
、
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

優
勝
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
ブ
ロ
ッ
ク

第
３
位
と
い
う
見
事
な
成
績
を
お
さ
め
ら

れ
ま
し
た
。

よ
る
「
相
馬
流
れ
山
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
る

な
ど
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
交
流

の
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

－

相
馬
野
馬
追

－

－

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

－

－

県
民
ス
ポ
ー
ツ
相
双
地
域
大
会

－

　

仮
設
住
宅
・
借
上
げ
住
宅
の
状
況
で
す
が
、

７
月
31
日
に
会
津
若
松
市
城
前
の
第
二
中
学

校
西
の
仮
設
住
宅
５
戸
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

８
月
31
日
現
在
で
双
葉
町
が
管
理
す
る
仮
設

住
宅
は
、
県
内
に
６
か
所
、
６
４
２
戸
が
あ

り
、
入
居
状
況
は
１
５
５
戸
、
２
３
０
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
借
上
げ

住
宅
は
、
３
５
１
戸
、
５
７
８
人
の
入
居
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
・
借
上
げ
住
宅
の
供
与
期
間
に

つ
い
て
は
、
１
年
間
延
長
と
な
り
、
平
成
31

年
３
月
末
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
に
お
け
る
復
興
公
営
住
宅
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
い
わ
き
市
勿
来
酒

井
団
地
の
８
月
末
現
在
に
お
け
る
工
事
進
捗

率
は
、
基
盤
整
備
工
事
が
95
パ
ー
セ
ン
ト
、

集
合
住
宅
建
築
工
事
が
52
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
団
地
内
道
路
の
整

備
と
集
合
住
宅
の
建
築
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

－

復
興
公
営
住
宅

－

し
て
事
業
の
詳
細
を
詰
め
、去
る
７
月
21
日
、

福
島
県
か
ら
事
業
認
可
も
取
得
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
は
、
事
業
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た

め
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
）
と
の
協
力
協
定
書
に
基
づ
き
、

設
計
・
施
工
一
括
発
注
を
行
い
、
今
年
度
に

お
け
る
工
事
着
手
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る

一
部
供
用
開
始
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
町
内
事
業
者
の
事
業
再
開
に
向
け
た

立
地
支
援
と
企
業
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）
に
記

載
さ
れ
た
施
策
を
具
現
化
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
、
９
月
５
日
、
双
葉
町
復
興

町
民
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
年

度
の
委
員
会
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
双
葉
町

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）
に
係
る

実
施
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
委
員
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
施
策
の

さ
ら
な
る
具
現
化
を
進
め
、
年
度
末
に
予
定

し
て
い
る
実
施
計
画
の
改
定
に
反
映
さ
せ
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
庁
内
の
検

討
組
織
で
あ
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
推

進
会
議
幹
事
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
、
駅
西
地
区
復
興
拠
点
構
想

な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
中
間
的
な
整
理
を
行
い
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
引
き
続
き
議
論
を
深
め
、
併
せ
て
こ
れ
ら

を
実
施
計
画
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

－

仮
設
住
宅
・
借
上
げ
住
宅
の
状
況

－

　

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
整
備
に
係
る
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
年
３
月
23
日
の
都

市
計
画
決
定
後
、
地
権
者
の
方
々
に
用
地
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
多
く
の
地
権
者
の

方
々
か
ら
ご
理
解
を
頂
く
と
と
も
に
、
町
と

－

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点

－

－

復
興
町
民
委
員
会

－

5 広報ふたば



広報ふたば 平成２９年１０月

区　　分
申込者数 第１次試験受験者数 第１次試験合格者数 最終合格者数 採用者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
行　政　職 9 9 18 9 9 18 9 9 18 5 5 10 5 5 10
土　木　職 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
建　築　職 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
保　健　師 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0
幼稚園教諭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　　　計 10 10 20 10 10 20 10 10 20 6 6 12 6 5 11

定年退職 普通退職 死亡退職 懲戒免職 計
人      数 0 9 0 0 9

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
一般行政職 94.9 95.4 95.5 95.7

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休息時間 休憩時間
38時間45分 8：30 17：15 廃止 12：00～13：00

区　　分 職員数 対前年
増減数部　　門 平成28年 平成29年

一般行政

議 会 2 2 0
総 務 47 43 ▲ 4
税 務 5 5 0
農林水産 3 4 1
商 工 1 1 0
土 木 6 11 5
民 生 6 6 0
衛 生 7 6 ▲ 1
計 77 78 1

教　　育 11 9 ▲ 2
一般行政＋教育 88 87 ▲ 1

特別会計
下 水 道 1 1 0
そ の 他 3 4 1
計 4 5 1

合　　計 92 92 0

年　度 時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間
平成28年度 １１，８２１時間 １５３時間
平成27年度 ７，１１１時間 １０３時間

男　性 女　性
新たに育児休業を取得した者 0 1
前年度から引き続いている者 0 0

年　度 総付与日数（日） 総使用日数（日） 全対象職員数（人） 平均使用日数（日） 取得率（%）
平成28年度 2,913 786 82 9.6 27.0%
平成27年度 2,787 687 79 8.7 24.7%

処　分　事　由 降任 免職 休職 降給 計
勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0
心身の故障の場合 0 0 0 0 0
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0
刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

処　分　事　由 戒告 減給 停職 免職 訓告 厳重注意 計
法令、条例等に違反した場合 0 0 0 0 0 0 0
職務上の義務に違反し、又は職務を怠つた場合 0 0 0 0 0 0 0
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0 0 0 0 0 0 0

１．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の勤務時間、勤務条件及び服務の状況

３．職員の分限及び懲戒処分の状況

（２）職員の退職の状況

（５）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況

（４）部門別職員数の状況

（１）採用候補者試験・職員選考の実施状況（平成 28年度実施）

（平成 28年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日）

（１）職員の勤務時間（平成 28年 4月 1日現在）＜標準的なもの＞

（注）「ラスパイレス指数」は、国家公務員の給料を１００とした場合の町職員の給与水準を示したものです。
　　 なお、平成 25 年度は、国家公務員の時限的な（２年間）給与決定・臨時特例法による給与削減措置が

ないとした場合の値です。

（注）地方公務員法第 28 条第 1項及び第 2項

（注）地方公務員法第 29 条第 1項

（注）定員管理調査における職員数です。

（注）特別職、管理職は除く。

（各年 4月 1日現在）

（３）時間外勤務及び休日勤務等の状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

（２）年次有給休暇の取得状況（平成28年1月1日～平成28年 12月 31日）

（単位：人）

部　　局 定　　数 職  員  数 差　　引
町長事務部局 84 80 ▲ 4
議会事務部局 2 2 0
農業委員会事務部局 　1（3） 　1（3） 0
教育委員会事務部局 15 9 ▲ 6
選挙管理委員会事務部局 （3） （3） （0）
監査委員事務部局 （2） （2） （0）

合　　計 102 92 ▲ 10
（8） （8） （0）

（３）職員の定数の状況（平成 29年 4月 1日現在）

（注）（　）内は兼務職員数です。

（単位：人）

（単位：人）

（４）育児休業の状況（平成 28年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日）（単位：人）

（１）分限処分者数（平成 28年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日）　 （単位：人）

（２）懲戒処分者数（平成 28年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日）　 （単位：人）

双葉町の人事行政の運営等の状況の公表
双葉町における「人事行政の運営等の状況」を条例に基づきお知らせ致します。
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平成２９年１０月

【問い合わせ先】 総務課　行政係 ☎０２４６－８４－５２０１

５．職員の研修状況

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

４．職員の服務の状況

（１）健康診断の状況

（平成 28年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日）

（平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日）

（２）職員健康増進事業（平成 28年度分）

（平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日） （単位：人）

研　修　・　講　座　名 研修場所（主催） 実施年月 実施日数 受講者数
新規採用職員前期研修 ふくしま自治研修センター 平成２８年   ４月～   ６月 ５日 ７名
新規採用職員後期研修 ふくしま自治研修センター 平成２８年１０月～１２月 ５日 ７名
新任係長研修 ふくしま自治研修センター 平成２８年   ７月～   ９月 ３日 ２名
新任課長研修 ふくしま自治研修センター 平成２８年   ７月 ２日 ３名
人事評価講座 ふくしま自治研修センター 平成２８年１０月 １日 ２名

健康診断の種類 受診者数（人） 健康診断の種類 受診者数（人）
胃がん 46 腹囲測定 79
血圧測定 96 聴力検査 96
心電図検診 83 前立腺がん検診 24
眼底検査 81 人間ドック 39
尿検査 91 脳ドック 20
大腸がん検診 70 子宮がん予防検診 12
血液検査 91 乳がん予防検診 9
胸部 X線検査 95 延べ受診者数 932

事　業　名　称 受診者数・受講者数
ストレスチェック（計２回） 全職員
個別面談（計２回） 全職員
共済組合メンタルヘルスセミナー（管理職・衛生管理者・人事担当者向け） １名
福島県産業保健総合支援センターメンタルヘルス対策（実務編）研修会 ２名
市町村派遣職員等メンタルヘルス研修 １名
市町村衛生管理者協議会総会及び研修会 ２名

区　分 内　　　容 地方公務員法 違反者数
服務の宣誓 職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない 第３１条 0
命令に従う義務 職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令にしたがわなければならない 第３２条 0
信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない 第３３条 0

秘密を守る義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様
とする 第３４条 0

職務に専念する義務 職員は勤務時間中、職務に注意力の全てを用い、職務にのみ専念しなければ
ならない 第３５条 0

政治行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与するなど、政治活動等をしては
ならない 第３６条 0

争議行為等の禁止 職員はいわゆるストライキ等をしてはならない 第３７条 0

営利企業等従事制限 職員は任命権者の許可なく、営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得
ていかなる事業にも従事してはならない 第３８条 0

合　　　計 0

７．勤務条件に関する措置の要求の状況
（平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日）

継 続 件 数 措 置 要 求 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４６条の規定に基づく職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する措置の要求

８．不利益処分に関する不服申立の状況
（平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3月 31 日）

継 続 件 数 不 服 申 立 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４９条の２第１項の規定に基づき、職員の懲戒その他その意に反する
不利益な処分に対する審査請求又は異議申立て

7 広報ふたば



広報ふたば 平成２９年１０月

　社会保障・税・災害の３分野にわたり、マイナンバーを用いて申請を行う児童手当、

保育園の入所など、１８００以上の事務手続きが対象となっています。情報連携のタイミ

ングはそれぞれの事務によって異なります。

　試行運用期間中は、従来どおりの書類の提出をお願いします。

　試行運用期間中は、提出いただいた書類による処理と、情報連携による処理結果の確認、

検証を行います。

　マイナポータルは、行政機関がマイナンバーを含む自分の情報をいつ、どことやり取

りしたのか確認できるほか、行政機関が保有する自分に関する情報や、自分に対する行

政機関からの必要なお知らせ等の情報を自宅のパソコンやスマートフォン等から確認で

きるものとして、順次利用できるよう整備されています。

・マイナンバーカード

・インターネットに接続できるパソコン

・ＩＣカードリーダライタ（マイナンバーカードに記録された電子情報を読むための機器）

※ パソコンやスマートフォン等をお持ちでない方にもマイナポータルを使っていただける

よう、双葉町役場内への端末設置を予定しています。

情報連携の対象事務について

試行運用期間中の申請手続きについて

マイナポータルについて

　マイナンバー制度における情報連携は、秋頃から本格運用の開始を予定しています。

　情報連携の本格運用が開始されれば、マイナンバーを用いる事務手続きにおいて、これ

まで提出する必要があった書類（住民票の写し、課税証明書等）が省略できるようになり

ますが、秋頃までの試行運用期間におきましては、従来どおりの書類の提出をお願いいた

します。

　マイナンバー法に基づき、これまで住民の皆さまが行政の各種手続きで提出する必要が

あった書類を省略できるよう、専用のネットワークシステムを用いて、異なる行政機関の

間で情報をやり取りすることです。情報漏えい等を防止するため、照会・提供にはマイ

ナンバーは使われません。

マイナンバー制度のマイナンバー制度の
情報連携が始まります情報連携が始まります

マイナンバー制度のマイナンバー制度の
情報連携が始まります情報連携が始まります

マイナンバー制度の
情報連携が始まります

マイナポータルの利用に必要なものマイナポータルの利用に必要なもの

※情報連携とは・・・

マイナポータルの利用に必要なもの

8



平成２９年１０月

国のマイナンバー総合フリーダイヤル

マイナンバーに関する双葉町窓口

☎０１２０－９５－０１７８　平日  9：30～20：00　土日祝  9：30～17：30（年末年始除く）

○通知カード、マイナンバーカードに関すること
　戸籍税務課　戸籍係　☎０２４６－８４－５２０４

○マイナンバー制度に関すること
　総務課　行政係　☎ ０２４６－８４－５２０１

ご注意ください！！

　いわき事務所、郡山支所、埼玉支所の各所にて、受付を行っています。ご来庁の際は、

申請書（通知カードに同封）と本人確認書類をご持参ください。

　後日、避難先住所に個人番号カードを郵送いたします（本人限定受取郵便）。

　代理人による受け取りは、ご本人が病気、身体の障害その他のやむをえない場合により、

窓口にお越しになることが難しい場合に限り委任できます。

　また、その際は病院からの証明や施設の入所が確認できる書類、身体障害者手帳等が

必要となりますので、事前にご相談ください。

　なお、仕事や学業を理由にカードの受け取りを代理人に委任することはできませんの

で、ご注意願います。

※ 申請窓口で本人確認の上、暗証番号を設定していただきます。暗証番号は英数字６～

１６文字と数字４桁の２種類が必要です。（１５歳未満の方や電子署名が不要な方は数

字４桁の暗証番号のみ設定いただきます。）

※ 個人番号カードを希望される方で、双葉町役場の各事務所等に来庁いただくことが困

難な方（東日本大震災の被災者）につきましては、避難先の市区町村で受付し、郵送

でカードを受け取ることができる場合がありますので、事前にご相談ください。

マイナンバーカードの交付を希望される方は申請してください。

代理人による申請手続きと受け取りについて

１

２

　通知カードに同封してある申請書を郵送又はスマートフォン等で申請すると、受け

取り先が双葉町役場いわき事務所戸籍税務課となります。郡山支所や埼玉支所でのお

受け取りを希望される方は、必要な書類を提出いただく必要がありますので、その旨

ご連絡ください。

　各事務所等へ来庁することが困難な方につきましては、郵送又はスマートフォン等

で申請しないようご注意願います。

問い合わせ先

9 広報ふたば



行政相談委員による相談所を開設します
　１０月１６日（月）から２２日（日）までの一週間は「行政相談週間」です。
　行政相談は、役所（国、県及び市町村）などの仕事に関して、苦情や困っ
ていること、心配なこと、要望したいことなどについて相談に応じ、その解
決をお手伝いするものです。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

福島県知事より感謝状

町消防団へ新団旗を授与

　双葉町が平成２８年度の個人県民税の納付実績が優
良であることから、佐々木秀三福島県相双地方振興局
長より８月２５日、いわき事務所において、福島県知
事からの感謝状が贈られました。
　伊澤史朗町長は「納税に対する町民の皆さんの意識
が高いことを喜ばしく思います。納税にご協力いただ
いた町民の皆さんに感謝するとともに、今後も徴収率
の向上に努めていきたい」と述べました。
　双葉町が優良町村の感謝状を受けたのは、東日本大
震災以降２回目となります。

　８月２５日、いわき事務所において双葉町消防団へ
新しい団旗の贈呈式を行いました。
　これまでの団旗は、昭和３１年に旧標葉町から双葉
町へ改称した際に制作されたもので、本年６月に双葉
町消防団が優良消防団として竿頭綬を受賞したことか
ら６１年ぶり新団旗の制作に至りました。
　贈呈式には石井義幸団長、渡辺浩美副団長、根本英
樹訓練分団長が出席し、伊澤町長から石井団長に団旗
が手渡されました。石井団長は「今後とも先輩方が築
いてきた消防団の歴史や伝統を引き継いでいきたい」
と述べられました。

広報ふたば 平成２９年１０月

【連絡先】 松木　秀男

▶ 

行
政
相
談
委
員

　

 

松
木
秀
男
さ
ん
（
羽
鳥
）

☎０９０－５２３８－９９５９

◆ 行政相談所の開催：日 時

　 　　　　　　　　　場 所

１０月１７日（火）

【問い合わせ先】　産業課　商工労政係　 ☎ ０２４６－８４－５２１４

　毎年年末に、町民の皆さまへ配送しております生活
物資につきまして、今年も避難世帯ごとに「ゆうパッ
ク」にて１２月中の配送を予定しております。
　お届け先は、町に届出のある避難先にしているとこ
ろですが、例年、「保管期間満了」や「あて所なし」
で多くの生活物資が戻ってきております。
　このようなことから、昨年、お受け取りのなかった
世帯、町からご連絡した上で配送先を確認後に再配送
し、お受け取りになった世帯などについては、一斉配

送ではなく、お申し出による個別配送といたします
で、１１月３０日までに問い合わせ先までご連絡くだ
さい。（１２月以降は受付いたしません）
　皆さまに確実にお受け取りいただくためにも、届出
避難先の変更の手続きを、また不在通知が投函されて
おりましたらお早目のお受け取りをよろしくお願いい
たします。
　また、生活物資のお受け取りをご辞退される場合
は、問い合わせ先までご連絡をお願いします。

生活物資支援事業のお知らせ

１０：００ ～１２：００
１３：００ ～１５：００

双葉町いわき事務所　１階多目的ブース
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平成２９年１０月

◆入園資格

◆経費

　双葉町では、町立ふたば幼稚園の平成３０年度園児を

募集します。多くの園児の姿が見られることを心待ちに

しております。

【問い合わせ先】

８／１６１６　いわき事務所にて双葉町いわき事務所にて双葉町
成人式実行委員会を開催しました成人式実行委員会を開催しました

教育委員会　教育総務課 ☎０２４６－８４－５２１０

平成３０年度平成３０年度

幼稚園児募集幼稚園児募集
－ふたば幼稚園入園のご案内－

３歳児 平成 26 年４月２日～平成 27 年４月１日に生まれた幼児

４歳児 平成 25 年４月２日～平成 26 年４月１日に生まれた幼児

５歳児 平成 24 年４月２日～平成 25 年４月１日に生まれた幼児

◆幼稚園所在地
福島県いわき市錦町御宝殿５６

○入園料：３,０００円
※幼稚園就園奨励費補助金により、補助いたします。

○授業料：４,０００円
※町民の方は条例により、免除となっています。

○その他：給食・教材費等徴収します。
※幼稚園給食費等補助金により、補助いたします。

◆入園申し込み期間

※ １１月 1 日以降も随時入園申し込みの受付をいた
します。

１０月２日（月）から１０月３１日（火）まで
午前８時３０分から午後５時１５分まで

◆受付場所
教育委員会　教育総務課

◆郵送による受付　
　別紙「入園申請書」に記入・押印の上、添付の返
信用封筒にてご返信ください。なお、申請書は町
ホームページよりダウンロードすることもできます。

平成３０年度

幼稚園児募集

平成２９年度　園内より平成２９年度　園内より平成２９年度　園内より

【問い合わせ先】　教育委員会　教育総務課
☎ ０２４６－８４－５２１０

　成人式終了後、同級会を開催します。恩師の
先生方もお呼びする予定です。詳細については
案内状とともにご連絡します。

平成３０年　双葉町成人式のお知らせ
平成３０年１月３日（水）
受付………１１時３０分～（予定）
記念撮影…１２時５０分～（予定）
式典………１３時１５分～（予定）

１. 日　時

いわきワシントンホテル
〒９７０－８０２６
福島県いわき市平字一町目１番地
☎０２４６－３５－３０００（代表）

２. 場　所

平成９年４月２日
　～平成１０年４月１日生まれの方

３. 対象者

○ 対象の方には、１０月中旬まで案内状を送付
いたします。
○ 希望される方は、いわきワシントンホテルの
美容室で和服の着付けも可能です。（詳細は
案内状とともにご連絡いたします）
○ 宿泊を希望する新成人には、宿泊費（限度額
あり）を補助いたします。

４. その他

柳澤　良樹
山本　佑香
山本　拓海
加藤　佑規
大久保歩未
平岩佳那子

● 実行委員長 ……
● 副実行委員長 …
● 実行委員 ………

８／１６　いわき事務所にて双葉町
成人式実行委員会を開催しました

11 広報ふたば



広報ふたば 平成２９年１０月

夏祭り・盆踊り夏祭り・盆踊りふるさとへの
想いをつなぐ 夏祭り・盆踊り夏祭り・盆踊り夏祭り・盆踊り

７月２６日（水） 双萩会夏祭り （仙台市）

７月２８日（金） 県北ふたば会夏祭り

８月１１日（金・祝）つくば自治会盆踊り

８月５日（土） 南台仮設はなみずき自治会夏祭り

12



平成２９年１０月

８月１２日（土）夢ふたば人盆踊り大会 （南台仮設）

８月１９日（土） 県南双樹会盆踊り大会

８月２６日（土）県中地区自治会盆踊り

８月２０日（日） 双葉町埼玉自治会盆踊り大会

　模擬店、カラオケ大会など、各地区において工夫を凝らした夏祭りや盆踊りが盛大に開催されました。ふるさと
双葉町への想いを込めて、相馬盆歌やふたば音頭を大人も子どもも一緒に輪になって踊りました。

13 広報ふたば



　現在の総代さんの任期満了日は、平成２９年１１月

２４日です。１１月に選挙により改選の予定です。

　また、現在の役員の任期満了日は、平成３０年１月

３１日です。満了日の前６０日から１０日前まで、総

代の選任により改選の予定です。

請戸川土地改良区からの
お知らせ

～総代選挙と役員改選について～

広報ふたば 平成２９年１０月

開 会 式：１０月１４日（土）　 ９：３０～
 相馬光陽ソフトボール場（相馬市）

第第４回  市町村対抗福島県ソフトボール大会回  市町村対抗福島県ソフトボール大会

【申し込み先】 双葉ふれあいクラブ事務局
☎　 ０２４６－３８－３３２５
ＦＡＸ ０２４８－２１－６１８８

◇
◇
◇

◇
◇
◇

実 施 日：
募集人数：
コ ー ス：

昼　　食：
参 加 費：
申込締切：

・申し込みの際は、氏名・住所・生年月日・連絡先をお知らせください。
・歩ける服装で参加願います。また雨具の準備もお願いします。
・交通事情で時間の変動があります。

双葉ふれあいクラブ
からのお知らせ

１１月１１日（土）小雨決行
４５人（大型バス利用）
那須高原自然研究路周辺

いわき市植田駅出発
郡山駅西口
開成山競技場駐車場（郡山体育館前）
新白河駅東口
那須自然研究路
（大丸駐車場～なす高原自然の家）
昼食

八幡つつじ園地内散策路
出発
新白河駅東口
開成山競技場駐車場
郡山駅西口
いわき市植田駅着

7:30
9:15
9:30
10:20
11:30

12:30

13:20
14:00
14:40
15:30
15:45
17:30

各自持参
５００円（保険代含む）
１０月２７日（金） 

双葉町民トレッキング参加者募集双葉町民トレッキング参加者募集

行　程

双葉町民トレッキング参加者募集

　９月１日、いわき市の小名浜カントリークラブにおいて、福島県ゴルフ連盟
主催の第１９回福島県市町村対抗ゴルフ大会が開催され、２８市町村から５０
チームが出場しました。双葉町チーム（伊藤吉夫監督（町体協ゴルフ部長））は、
武内裕美さん（長塚二）、作田伊久雄さん（長塚二）、竹林新一さん（長塚一）
が出場し、３人はお互いに声をかけ合いながら、良い雰囲気の中で競技を進め
ていきました。
　結果は、５０チーム中３１位と震災後初出場した昨年よりも順位をあげる成績
を収め、来年の大会では、さらに上位の成績が期待できる結果となりました。

第１９回第１９回　福島県市町村対抗ゴルフ大会が福島県市町村対抗ゴルフ大会が
開催されました開催されました

第１９回　福島県市町村対抗ゴルフ大会が
開催されました

試　　合：１０月１４日（土）　１２：４５～
 同会場　Ｃ球場

対戦相手：下郷町

選手の皆さんへ声援を選手の皆さんへ声援を

よろしくお願いしますよろしくお願いします！

第４回  市町村対抗福島県ソフトボール大会回  市町村対抗福島県ソフトボール大会第４回  市町村対抗福島県ソフトボール大会

選手の皆さんへ声援を

よろしくお願いします！

◆

◆

◆

～ 那須高原 ～～ 那須高原 ～～ 那須高原 ～
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平成２９年１０月

◇ 申 込 方 法

１０月２８日（土）
１０：００～１５：００
２１世紀の森公園
屋内多目的広場
（いわきグリーンベース）

・双葉町相馬流れ山踊り保存会
・いわき・まごころ双葉会
・ふたば茶亭
・双葉町社会福祉協議会

双
葉
町
か
ら
の

出
演
・
出
店
等

　事前申し込みになりますので下記の申し込み先
までご連絡をお願いいたします。場　所 月　日 時　間

双葉町
いわき事務所 １０月１２日（木） １４：００～

１７：００　

双葉町
郡山支所 １０月２６日（木） １４：００～

１７：００　

◇ 開催場所及び開催日時

【申し込み・問い合わせ先】

８：３０～１７：１５（平日）
建設課　復旧復興係　☎０２４６－８４－５２０９
受付時間

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

双葉町内中間貯蔵施設保管場の輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

搬出市町村 搬入量（袋）※ 搬出市町村 搬入量（袋）※

浜通り

相馬市 ７９９

中通り

伊達市 ４，８１６
南相馬市 １，７２９ 二本松市 ２３，６６８
新地町 １，８６０ 福島市 ２，１１３
浪江町 １０，０３１ 本宮市 ４，８２９
双葉町 １３，７５６ 川俣町 ３，２７９
飯舘村 １９，６８６ 桑折町 ６，８６０
葛尾村 １，９４７ 計 ９５，３７３

◇輸送について（９月１５日現在）
環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵施設等整備事務所　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算して表示する場合があります。ただし、１袋１㎥より小さいフレキシブル
コンテナ等もありますのでご留意ください。

　いわき市民の皆さんといわき市へ避難している各町村の皆さんとの交流を目的としたイベントが
開催されます。双葉町からも各団体などが出演、出店しますので、ぜひ足を運んでください。

～  いわきに暮らすみんなが手をつなぐイベント  ～

いわき大交流フェスタいわき大交流フェスタ２０１７２０１７開催のお知らせ開催のお知らせいわき大交流フェスタいわき大交流フェスタ２０１７２０１７開催のお知らせ開催のお知らせいわき大交流フェスタ２０１７開催のお知らせ

日　時

場　所

双
葉
ダ
ル
マ
さ
ん
も

登
場
し
ま
す
!!

昨
年
の
様
子

▼ 　

▼

【問い合わせ先】　福島県いわき地方振興局　復興支援・地域連携室　 ☎ ０２４６－２４－６２５３
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あなたの健診結果は、いかがでしょう？

　生活習慣病は、少し検査値が悪くなった程度では目立った症状が出ません。
　しかし、着実に体に悪影響を及ぼし、日常生活が不自由になったり、生命の危険が出てきたりす
ることもあります。
　将来の夢や希望を実現できる自分でいるためには、健診や保健指導を「生活習慣を見直すチャンス」
ととらえ、重症化を防ぐことが大切です。

※チェックが１つでも付いたら気をつけましょう。

　今年度も８月から総合健診がスタートしております。

　「健診」とは健康診査の略称で、元気なうちに未来の大きな病気の「芽」を見つけることが目的です。定期

的に健診を受け、「芽」が育つ前に対処することで、大きな病気になる可能性を減らすことができるのです。

生活習慣病の重症化を防ごう

こんな覚えがありませんか？・・・　“メタボ ” じゃなくても放っておかないで！

健診の結果が
少々悪くても
気にしない

治療を自己判断
で中断した

保健指導を受け
る機会があって
も受けていない

健診やがん検診
を定期的に受け
ていない

要治療と言わ
れたが治療を
受けていない

薬は飲んでいる
が生活習慣改善
はしていない

生活習慣病の重症化を防ぐには
１
・ 健診結果を生活習慣改善のきっかけにし
よう。
・ かかりつけ医がいる場合は、必ず結果を
報告しよう。

定期的に健診を受け活用しよう

２
・ 専門家の助けを借りながら積極的に生活
習慣を見直そう。

保健指導の機会を逃さない

３
・ 症状がないからと自己判断で中断するこ
とは避けよう。

治療は継続しよう

４
・バランスの良い食事を腹八分目にしよう。
・最初に野菜をたっぷりとろう。
・塩分控えめ、酸味や香辛料を活用しよう。
・甘い物、脂っぽい物を控えめにしよう。　
・寝る２時間前の飲食はやめよう。

食生活を規則正しくしよう

５
・１日３０分を目標に歩こう。　　　
・家事や日常生活で小まめに体を動かそう。
・スポーツを楽しもう。

小まめな身体活動を心がけよう　

６
・思い立ったら禁煙しよう。
・週に２日は休肝日にしよう。
・ストレスは小まめに解消しよう。
・ 家庭でも体重・腹囲・血圧などを測る
習慣をつけよう。

改善しやすい生活習慣から見直そう

せっかく受けた健診を無駄にせず、

今後の生活にいかしましょう！
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健康コラム

～ 

乳
が
ん
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う 

～

◆
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
は
増
え
て
い
ま
す

　

 　

食
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

が
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）

の
分
泌
に
影
響
す
る
こ
と
が
、
乳
が
ん

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
日
本
女
性
の
12

人
に
１
人
が
乳
が
ん
に
な
り
、
年
間
で

は
約
１
万
３
千
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
働
き
盛
り
の
女
性
の
が
ん
死

亡
の
１
位
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

 　

乳
が
ん
に
か
か
る
人
は
、
30
代
か
ら

急
増
し
ま
す
。若
い
か
ら
大
丈
夫
と
も
、

閉
経
し
た
か
ら
か
か
ら
な
い
と
も
い
え

ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
か
か
り
う
る
病
気

で
す
。

◆
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

約
90
％
が
治
癒
し
ま
す

　

 　
「
乳
が
ん
の
４
分
の
１
は
適
正
体
重

の
維
持
と
適
度
な
運
動
に
よ
っ
て
予
防

で
き
る
」
と
は
、
女
性
の
８
人
に
１
人

が
乳
が
ん
に
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で

は
常
識
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
確
実
に

予
防
で
き
る
決
め
手
と
い
う
も
の
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
行
え
ば
、
約
90
％
の
人
が

治
癒
す
る
と
い
う
こ
と
は
日
本
で
も
定

説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

早
期
発
見
の
決
め
手
は
、
定
期
検
診

と
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
（
自
己
検
診
）
で

す
。
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ

受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
詳
し
い
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
方
法
は
ぜ
ひ
ネ
ッ
ト
検
索

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
乳
が
ん
の
約
半
数
は

　
　
　
　
　

自
分
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す

　
 　

自
分
で
触
っ
て
偶
然
見
つ
か
る
乳
が

ん
の
し
こ
り
は
直
径
２
ｃ
ｍ
以
上
で
す

が
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
習
慣
化
し
て

い
る
と
１
ｃ
ｍ
の
大
き
さ
に
も
気
づ
け

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
め
に
見
つ

か
れ
ば
術
後
の
生
存
率
は
か
な
り
ア
ッ

プ
。
治
療
に
か
か
る
身
体
的
・
経
済
的

負
担
も
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
軽
く

な
り
ま
す
。
し
こ
り
の
大
き
さ
は
、
１

ｃ
ｍ
に
な
る
の
に
約
５
年
程
度
、
２
ｃ

ｍ
に
な
る
の
に
は
約
８
年
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

た
だ
し
、
し
こ
り
＝
乳
が
ん
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
乳
房
の
病
気
も
色
々
あ
る

の
で
、
お
や
？
と
思
っ
た
ら
な
る
べ
く

早
く
外
科
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

＜

問
い
合
わ
せ
先＞

　

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

　

☎
０
２
４
６

－

８
４

－

５
２
０
５

乳
が
ん
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

検
索

10
月
は
乳
が
ん
予
防
月
間
で
す

　第６回となる「そうそうこども科学祭２０１７」が開催されます。当日は、地元企業や高校生が工夫を
凝らした体験型ブースを準備する予定です。また、参加者が自分で操縦するドローンレースを開催。ふるっ
てご参加ください。申込不要。参加無料。当日は、「凍天」など屋台でのふるまいもあります。
※屋台のふるまい（無料）は数量限定です。

福島県相双地方振興局企画商工部
☎０２４４－２６－１１４２

【問い合わせ先】◇日　時：
◇会　場：
◇対　象：

平成２９年１０月７日（土）１０：００～１５：００
テクノアカデミー浜（南相馬市）
小学生及び中学生

『そうそうこども科学祭２０１７』 のご案内『そうそうこども科学祭２０１７』 のご案内
「遊び」ながら「ものづくり」や「科学」を楽しく学ぼう！

『そうそうこども科学祭２０１７』 のご案内

　相双地域に居住されている方を主な対象者として、がんに関する講演会と相談会を実施することで、
がんに関する知識を深めていただくことを目的に、出張「がん相談」＆「特別講演会」を開催します。

①講演会「がん医療の現状とこれからの課題」
講師：福島県立医科大学地域産婦人科支援講座教授

　　　本多つよし先生（磐城共立病院勤務）

平成２９年１０月２０日（金）
１４：００～１６：１５

南相馬市立総合病院　脳卒中センター２階
「多目的ホール」

②がん相談コーナー
　県内がん診療拠点病院のがん相談コー
ナーで働いている相談員が、がんに関す
る様々なご相談をお受けします。

開催日時 会　場

【問い合わせ先】　福島県立医科大学　病院経営課病院企画係　☎０２４－５４７－１８２１

出張「がん相談」＆「特別講演会」in 相双　開催のお知らせ出張「がん相談」＆「特別講演会」in 相双　開催のお知らせ

内　

容

出張「がん相談」＆「特別講演会」in 相双　開催のお知らせ

17 広報ふたば



広報ふたば 平成２９年１０月

【申し込み・問い合わせ先】
・千吉良髙志（三字） 　☎０８０－５５６８－７０９１
・双葉町復興支援員（ふたさぽ：担当　秋元・飯嶋） 

　☎０７０－５５５０－７６４５

◇日　　　時：
◇集合場所：

◇参　加　費：

◇申込締切：
※ 紅葉の時期のため乗車券が購入不可になる可能性
があり締切を早くしています。

海の幸を味わいながら、近況や思い出話に花を咲かせませんか。

日　　時：

参  加  費：
場　　所：

申込締切： 【申し込み・問い合わせ先】
・松永　万吉（羽　鳥）☎０９０－２７９９－４６４５
・石井　　隆（長塚一）☎０９０－２８８２－９０９７
・永田美恵子（長塚一）☎０９０－５５９７－０９４５
※上記の申し込み先へ連絡をお願いします

１１月８日（水）～９日（木）
受　付：１６：００～
宴　会：１８：００～
１５,０００円（宴会費込）
かんぽの宿　大洗
茨城県東茨城郡大磯町磯浜町７９８６－２
☎０２９－２６７－３１９１
◇ 無料送迎あり（予約制）
　かんぽの宿↔鹿島臨海鉄道「大洗駅」
　・迎え時間：１５：００（駅発）
　・送り時間：　９：３０（宿発）
１０月１５日（日）

・那珂湊おさかな市場（徒歩２分）
・アクアワールド・大洗（車で３分）など

茨城県に避難している双葉町民の皆さまへ茨城県に避難している双葉町民の皆さまへ

ＹoＹ交流会 in 群馬みどり市
～ 渡良瀬渓谷をトロッコ列車で紅葉満喫 ～

東京ふれあい双葉会は、東京都内及び近隣の地域にいる双葉町民の会です。

会員になっていない方でも気軽に参加していただけますので、ご連絡をお待ちしております。

～ 近隣の見どころ ～

日　　時：
場　　所：
参　加　費：
申し込み：

そ　の　他：

【申し込み・問い合わせ先】

【平成２９年度行事予定　３０年１月　新年会】

▶
６
月
に
開
催
し
た
交
流
会
in

　

群
馬
前
橋
の
様
子

○谷　  尚之（三字）☎０９０－７０７２－０９５９
○和泉  英二（三字）☎０９０－８９２１－３９０７
○佐藤  孝一（山田）☎０８０－５５７１－３６９４

東京ふれあい双葉会からのお知らせ東京ふれあい双葉会からのお知らせ「お茶会交流会を開催します」「お茶会交流会を開催します」

１１月５日（日）
都内を予定
４,０００円前後（予定）
１０月２０日（金）までに下記の申し込み
先へ連絡をお願いします。
会員の皆さまには詳細を別途お送りします。

「お茶会交流会を開催します」東京ふれあい双葉会からのお知らせ

１１月１５日（水）
わたらせ渓谷鉄道神戸駅前
トロッコ列車は１１：３７着
２,１９０円
（・トロッコ列車乗車券：５１０円）
（・昼食代：１,６８０円）
『葛葉茶寮』にて『葛葉御膳』の昼食
※おつりが無いようご用意ください。
１０月１４日（土）

茨城県に避難している双葉町民の皆さまへ
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◇日　　時：

◇参　加　費：
◇場　　所：

◇内　　容：

◇申込締切：

◇主　　催：

１２月３日（日）～１２月４日（月） １泊２日
受付…１５：００～、交流会…１８：００～２０：３０
１５,０００円程度（１泊２食付き）
磯部ガーデン（群馬県安中市磯部１－１２－５）
・ＪＲ信越本線　磯部駅より徒歩５分
・ＪＲ北陸新幹線　安中榛名駅よりタクシー・路線バスで１５～２０分
　（磯部駅、安中榛名駅からのアクセスについてはお問い合わせください）
・上信越自動車道　松井田妙義ＩＣより１０分
　（無料駐車場あり）
交流会、プレゼント交換
（１人５００円程度のプレゼントをご持参ください）
１０月３１日（火）
※定員になり次第締め切りとさせていただきます。
※現地集合、現地解散とします。
（現地までの交通手段の確保、交通費は各自でご負担ください）
大望年会実行委員会

「双葉町大望年会」のお知らせ
　１２月に「双葉町大望年会」を計画しています。温泉につかりながら、

皆さんで語り合いませんか？多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

「大望年会実行委員会」へ申し込みください。
※ 参加者名、参加人数、電話番号、現住所、双葉町の
行政区、当日の交通手段をお知らせください。
※ その他、ご不明な点などがあれば、お気軽にお電話
ください。

【申し込み・問い合わせ先】

【 大望年会実行委員会 】
・谷　尚之（三字）
・和泉英二（三字）
・佐藤孝一（山田）

・作本信一　（下条）
・渡辺一政　（長塚）
・千代田信一（羽鳥）
・石田文夫　（長塚）
・千吉良髙志（三字）
・山田五郎　（山田）
・志賀　仁　（鴻草）
・大沼　武　（長塚）
・北村　雅　（三字）

磯部ガーデン　☎０２７－３８５－００８５（代表）

☎０９０－７０７２－０９５９
☎０９０－８９２１－３９０７
☎０８０－５５７１－３６９４

☎０９０－７０６２－４０８３
☎０９０－３３６１－８７０８
☎０９０－９４２２－０５９３
☎０９０－７０７０－５３７５
☎０８０－５５６８－７０９１
☎０９０－７３２４－４８６４
☎０８０－５２２５－９７０２
☎０９０－９０３０－７１２４
☎０９０－５８４０－３４０５
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「労働困りごと相談会」開催のお知らせ「労働困りごと相談会」開催のお知らせ
　職場の中で起きている、賃金や退職、人間

関係などに関する困りごとや疑問についての

相談をお受けします。相談は無料で秘密は厳

守します。

　現地相談会では、労働問題に精通している

労働委員会委員が対応します。

　お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】　福島県労働委員会事務局　☎ ０２４－５２１－７５９４

１０月は「不正軽油撲滅強化月間」です
　県では、１０月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と協力して、不正軽油の排除に取り組んで

おります。

　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染や不法投棄の問題のほか、公正な市場競争の阻害、

更には暴力団等の資金源にもつながります。

　不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆さまのご協力と情報提供が欠かせません。
　不正軽油の情報提供につきましては、県庁税務課または最寄りの地方振興局県税部
までご連絡ください。

【問い合わせ先】
県庁総務部税務課
相双地方振興局県税部

☎ ０２４－５２１－７２０５　　ＦＡＸ ０２４－５２１－７９０５
☎ ０２４４－２６－１１２７　　ＦＡＸ ０２４４－２６－１１２８

◆開　催　日：
◆現地相談会：

◆電  話  相  談：

１０月２２日（日）・１２月１７日（日）
〇福島県自治会館（県労働委員会事務局）
〇郡山市労働福祉会館
　１０：００～１６：００
　（電話予約による時間指定も可能です）
☎０２４－５２１－７５９４（県内全域対象）
　１０：００～１７：００

県からのお知らせ

「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わない。」

【申し込み先】 ふたぱーく　☎０２４６－８４－９５６０
（平日８：３０ ～ １７：１５）

◇日　時： 
◇場　所： 

◇参加費： 
◇持ち物： 

１０月２３日（月） １０：３０～
ふたぱーく（いわき市錦町作鞍８０－５
　　　　　　東邦銀行植田支店錦出張所）

無料
エプロン、三角巾

平成２９年１０月１８日（水）までに下記へお電話ください。
（代表：坂本昌彦）

　普段料理をする方も、しない方も大歓迎！簡単に作れ
るメニューで、一緒に男の料理の腕を磨きましょう。
　味の素社「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」の
協力をいただきます。

（男の料理教室）（男の料理教室）ふたばクックボーイズふたばクックボーイズ
男性参加者募集！男性参加者募集！

（男の料理教室）ふたばクックボーイズ
男性参加者募集！

「労働困りごと相談会」開催のお知らせ
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消防署からのお知らせ

双葉警察署からのお知らせ

　これから空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節となります。下記に主な出火原因と対策を

記載しますので火災予防に御協力ください。

双葉町の刑法犯認知件数 双葉町の交通事故発生状況

・侵入盗
・非侵入盗
・その他
　合　計

・物件事故
・人身事
・死者数
・傷者数

６件（前年同期比＋４）
１件（前年同期比±０）
０件（前年同期比±０）
７件（前年同期比＋４）

１２件（前年同期比＋４）
０件（前年同期比－１）
０名（前年同期比±０）
０名（前年同期比－５）

（平成２９年８月末現在） （平成２９年８月末現在）

　侵入盗とは、空き巣や忍び込みなどの侵入窃盗の
ことで、非侵入盗とは、それ以外の窃盗のことです。

　双葉警察署では、双葉町の安全と安心を守るため、全国から

　双葉町では、平成１６年８月２９日以降、死亡事故が
発生していません。
　引き続き安全運転でお願いします。

◇富岡消防署　☎ 0240－25－2119◇浪江消防署　☎ 0240－34－7360

双葉警察署（富岡町）
浪江分庁舎（浪江町）
双葉南部臨時庁舎（楢葉町）

☎０２４０－２２－２１２１
☎０２４０－３４－２１４１
☎０２４０－２５－１５００

【消防署連絡先】

【問い合わせ先】

出火原因 出火原因出火原因
第１位 　「放火」 第３位 　「こんろ」第２位 　「たばこ」

①

②

③

④

①
②

③

④

①
②
③

④

家のまわりに可燃物を放置し
ない。
自動車やオートバイのカバーは
防炎品にする。
センサーライトなどを設置し家
の周囲を明るく
する。
ご近所との協力
体制が重要です。

調理中はその場を離れない。
こんろの奥側に調理油や可燃物
を置かない。
着衣着火を防ぐため、袖口の広
がった服で調理
しない。
こんろの周囲、
グリル内は定期
的に清掃する。

～ 対  策 ～ ～ 対  策 ～～ 対  策 ～

双葉警察署の活動状況 なりすまし詐欺にご注意くださいなりすまし詐欺にご注意ください

たくさんの警察官の応援を受け、
犯罪の予防や事件の捜査、犯罪被
害者の支援、交通取締り、東日本
大震災における行方不明者の捜索
活動、仮設住宅や災害・復興公営
住宅への訪問活動など、様々な活
動を行っています。

なりすまし詐欺にご注意くださいなりすまし詐欺にご注意くださいなりすまし詐欺にご注意ください

ポイ捨てをしない。
寝たばこをしない。
定期的に灰皿内の吸い殻を片付
ける。
吸い殻を捨てる
際は、一度水に
浸してから
捨てる。
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平
成
29
年
９
月

脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
て

【
提
案
】 

古
室　

仁
（
浜
野
）

双葉町社会福祉協議会
～ １０月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）※祝日を除く
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野内小原田 8－1） ☎ 080 －6033 －1196（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

郭内第一応急仮設住宅 A4－2
（白河市郭内 151－41） ☎ 080 －6290 －5930（小泉） 毎週　火曜日 10:00 ～ 11:30

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1） ☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康体操、健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。
郡山市喜久田公民館
（郡山市喜久田町堀之内字下河原 1） ☎ 024 －973 －5291（開発）   10月16日（月） 10:00 ～ 14:00

いわき市小名浜公民館 2階会議室
（いわき市小名浜愛宕上 7－2） ☎ 0246 －38 －7105（渡辺）   10月26日（木） 10:30 ～ 14:30

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします

　

気
象
庁
の
発
表
で
は
昨
年
度
の
平
均
気
温
は
過
去
最
高

を
記
録
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
の
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
や
フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど
の
排
出

量
削
減
に
つ
い
て
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
影
響
は
海
水
温
の
上
昇
に
も
表
れ
、
世
界

の
天
候
に
大
き
く
影
響
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
台
風
の
発

生
位
置
の
変
動
や
進
路
も
迷
走
す
る
よ
う
に
な
り
、
天
気

予
報
が
難
し
く
、
台
風
５
号
の
進
路
予
測
に
は
気
象
庁
も

大
変
苦
労
を
強
い
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
解
決
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
幅
に
導
入
し
、
Ｃ
Ｏ
２
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
を
目
指
し
た
早
急
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
メ
キ
シ
コ
湾
で
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
発
生

や
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
上
陸
な
ど
で
、
甚
大
な
被
害
の
発

生
な
ど
も
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
大
型
台
風
15
号

が
日
本
列
島
へ
接
近
し
て
お
り
既
に
小
笠
原
諸
島
で
は
記

録
的
な
大
雨
が
観
測
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
な
異
常
現
象

に
は
懸
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
我
が
国
で
は
問
題
解
決
の
手
段
の
一
つ
と
し

て
、
ま
ず
は
各
家
庭
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
小
型
燃

料
電
池
シ
ス
テ
ム
を
併
設
し
、
ア
メ
リ
カ
テ
ス
ラ
モ
ー

タ
ー
ズ
社
開
発
の
固
定
電
池
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）

の
充
電
に
も
対
応
可
能
に
な
り
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
上
、
電
力
会
社
か
ら
の
配
電
に
依
存
し
な
い

全
く
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
も
可
能
に
な
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
地
域
を
限
定
で
実
施

し
、
燃
料
電
池
用
の
水
素
の
精
製
に
は
深
夜
電
力
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
こ
そ
地
球
温
暖
化
を
阻
止
す
る
唯

一
の
手
段
と
考
え
提
案
い
た
し
ま
す
。

日程：１０月２２日（日）：清掃デー（市内の全家庭周辺の清掃）

　いわき市では、毎年２回、市民の皆さまによる清掃活動を実施しております。
　いわき市に避難をされている皆さまにもお住まいの地区のいわき市住民と一体となった協働作業への積極的な
参加をお願いいたします。

参加方法は「団体」での参加と「個人」での参加とで異なりますので、下記に問い合わせてください。

【問い合わせ先】　いわき市役所　生活環境部　ごみ減量推進課　☎０２４６－２２－７５５９

「秋のいわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運動」「秋のいわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運動」
の実施についての実施について（いわき市へ避難をされている皆さまへのお願い）
「秋のいわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運動」
の実施について
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武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

【
去
る
夏　

雑
感
】

◯ 

五
月
雨
や　

セ
シ
ュ
ウ
ム
流
る　

前
田
川

◯ 

十
五
夜
や　

う
さ
ぎ
跳
べ
跳
ベ　

古
里
へ

◯ 

万
緑
に　

ク
レ
ー
ン
の
音　

被
曝
の
地

◯ 

餅
花
や　

仮
設
の
店
の　

だ
る
ま
市   

◯ 

閑
古
鳥　

被
曝
田
園　

渡
り
ゆ
く　

◯ 

ふ
く
し
ま
忌　

思
い
出
飛
ば
す　

し
ゃ
ぼ
ん
玉

◯ 

冬
の
虹　

棒
立
ち
帰
還　

困
難
区　

◯ 

原
爆
忌　

神
も
仏
も　

な
き
う
つ
つ

◯ 

春
遠
し　

郷
の
除
染　

待
つ
夫
婦　

◯ 

被
曝
野
に　

黒
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド　

草
萌
ゆ
る

◯ 

古
郷
は　

あ
の
山
あ
た
り　

北
斗
星

◯ 

帰
宅
せ
ば　

枯
草
分
け
し　

け
も
の
道

◯ 

被
曝
野
に　

月
の
影
ひ
く　

親
子
猪

◯ 

春
霞　

阿
武
隈
の
嶺　

遙
か
に
す

◯ 
古
里
に　

人
は
帰
れ
ず　

小
鳥
飛
ぶ

◯ 

故
郷
の　

畦
道
染
む
る　

曼
珠
沙
華

◯ 

避
難
し
て　

別
れ
の
続
く　

春
の
暮
れ 

◯ 

筆
書
き
の　

詩
文
生
き
生
き　

年
賀
状

◯ 

原
子
炉
の　

白
き
巨
塔
や　

春
の
闇　

◯ 

爆
発
し　

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
や　

蟻
地
獄 

◯ 

行
き
場
な
き　

漂
流
家
族　

雪
虫
や 

◯ 

川
の
字
に　

眠
る
寒
さ
や　

星
月
夜   

◯ 

立
入
り
す　

防
護
更
衣
と　

線
量
計

◯ 

原
発
忌　

獣
が
遊
ぶ　

泡
立
草

◯ 

古
里
の　

被
曝
の
土
に　

彼
岸
花

◯ 

望
郷
の　

夢
見
も
あ
ら
む　

栴
檀
花

◯ 

休
校
の　

ポ
プ
ラ
雲
井
に　

溶
け
に
け
り

◯ 

キ
ャ
ン
プ
場　

日
本
百
選　

煙
な
し

◯ 

大
の
字
に　

寝
転
び
見
上
ぐ　

揚
花
火　

◯ 

故
郷
の　

枯
野
の
果
て
に　

虹
立
つ
る　

 

◯ 
迎
火
を　

焚
い
て
先
祖
の　

道
標

◯ 

迎
火
の　

煙
東
へ　

古く

に里
の
空　

◯ 

茄
子
キ
ュ
ウ
リ　

ト
マ
ト
で
映
え
る　

盆
の
膳

◯ 

朝
露
に　

さ
も
重
た
げ
に　

蜘
蛛
の
糸

◯ 

何
時
の
世
も　

絆
強
け
れ　

蟻
の
列

◯ 

朝
顔
の　

花
に
眠
気
を　

拭
き
消
さ
る

鎌
田　

益
實
（
三
字
）

人のうごき８月分 敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

栗
く り た

田　　旭
あさひ

8 月　9 日 守弘・依芙 長塚一

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

石川　　子 ８２ 8 月   2 日 長塚一

日野　隆介 ７９ 8 月   9 日 長塚一

（平成 29年８月31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,077人
2,863人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から
死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し
ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

　

避
難
後
作
句
し
ま
し
た
一
部
で
す
。
避
難
当

時
か
ら
で
す
の
で
避
難
・
故
郷
の
内
容
が
主
に

な
り
ま
す
。
こ
の
句
に
は
テ
レ
ビ　

新
聞
等
の

入
選
句
も
あ
り
ま
す
。

【
双
葉
を
は
な
れ
て
】
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち
双
葉
町
民

は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分
か
れ
て
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の

皆
さ
ん
の
避
難
先
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た

だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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疎
開
で
双
葉
町
へ

　

昭
和
19
年
に
東
京
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
、
空

襲
や
食
糧
難
に
よ
り
、東
京
で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ

た
た
め
、
父
の
実
家
が
あ
る
旧
新
山
村
に
疎
開
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
、
18
歳
ま
で
双
葉
町
で
過
ご
し
ま

し
た
が
、
東
京
生
ま
れ
と
は
い
え
暮
ら
し
た
記
憶
は

な
く
、
育
ち
の
場
所
と
な
っ
た
双
葉
町
が
故
郷
で
す
。

就
職
先
は
「
米
軍
」

　

昭
和
37
年
、双
葉
町
か
ら
横
浜
市
に
移
り
住
み
、

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
（
米
軍
）」
に
就
職
し
、
日

本
人
従
業
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
米
軍
の
艦
船
関

連
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
東
西
冷
戦
の
中
に
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア

で
軍
事
的
緊
張
が
続
く
中
、ト
ン
キ
ン
湾
事
件（
昭

和
39
年
）
以
降
、
米
軍
に
よ
る
北
ベ
ト
ナ
ム
空
爆

（
北
爆
）
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」

が
本
格
化
す
る
中
、
船
員
と
し
て
、
主
に
戦
車
揚

陸
艦
（
Ｌ
Ｓ
Ｔ
）
に
乗
船
し
ま
し
た
。

航
行
は
「
サ
ー
フ
ィ
ン
状
態
」

　

通
常
、
船
舶
の
底
は
「
Ｖ
字
型
」
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｌ
Ｓ
Ｔ
は
戦
車
を
戦
地
近
く
ま
で
輸
送

し
上
陸
さ
せ
る
た
め
の
艦
船
で
、
水
深
が
浅
い
湾

内
や
川
を
航
行
で
き
る
よ
う
船
底
が
ほ
ぼ
平
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
波
を
割
っ
て
進
む

の
で
は
な
く
、波
の
上
を
渡
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

波
が
高
く
う
ね
り
が
あ
る
中
の
航
行
は
、
ま
る
で

「
サ
ー
フ
ィ
ン
」
の
よ
う
に
な
り
、
時
化
で
は
体

が
飛
び
上
る
ほ
ど
、
垂
直
に
揺
れ
る
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
十
歳
を
過
ぎ
陸お
か

に
上
が
る

　

就
職
し
て
従
軍
中
に
成
人
を
迎
え
、
メ
コ
ン
川

を
航
行
中
、
乗
船
し
て
い
た
Ｌ
Ｓ
Ｔ
が
被
弾
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
、
負
傷
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
年
の
う
ち
約
11
カ
月

間
乗
船
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
横
浜

で
結
婚
し
子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

18
歳
の
時
か
ら
約
12
年
後
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が

終
焉
を
迎
え
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
30
歳
の
節

目
を
迎
え
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
日
々
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

故
郷
で
の
平
和
な
日
々
だ
っ
た
が

　

米
軍
を
退
職
後
、
長
男
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

家
族
と
と
も
に
双
葉
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
町
内
の

建
設
会
社
に
勤
務
し
ま
し
た
。
故
郷
で
の
平
和
な

日
々
の
中
、
子
ど
も
た
ち
も
独
立
し
、
約
10
年
前

に
退
職
し
て
か
ら
は
嘱
託
と
し
て
働
き
な
が
ら
故

郷
で
の
老
後
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
震
災

と
原
発
事
故
に
襲
わ
れ
、
再
び
故
郷
を
離
れ
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
後
、
福
島
県
内
へ
の
帰
還
も
考
え
ま
し
た

が
、
環
境
や
条
件
が
整
わ
ず
諦
め
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
「
住
め
ば
都
」
と
気
持
ち
を

切
り
替
え
、
孫
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
穏

や
か
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　群馬県前橋市

（三字）

石橋 忠重さん

いしばし     ただしげ
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「
砲
丸
投
」
と
の
出
会
い

　

中
学
に
入
学
直
後
、
部
活
動
を
選
択
す
る
た
め

に
体
験
入
部
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
、
ま
ず
テ

ニ
ス
部
に
入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
握

ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
な
く
、
つ
ま
ら
な
く
感
じ
て

い
る
中
で
目
に
入
っ
た
の
は
陸
上
部
で
し
た
。
陸
上

と
い
え
ば
、
長
・
短
距
離
走
と
い
っ
た
「
走
る
競
技
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
と
思
い
ま
す
が
、
黙
々
と
「
砲

丸
投
」
の
練
習
を
す
る
上
級
生
数
名
の
姿
に
興
味
を

持
ち
、
早
速
、
仮
入
部
し
た
こ
と
が
、
自
分
に
と
っ

て
新
し
い
扉
を
開
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
砲
丸
投
で
は
走
り
込
み
を
す
る
こ
と
は

な
い
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
練
習
の
一
環
と
し
て

短
距
離
走
の
部
員
と
同
様
に
走
り
ま
す
。
あ
ま
り

走
る
こ
と
は
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
砲
丸
投

は
全
身
で
重
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
競
技
の
た

め
、
走
る
こ
と
に
つ
い
て
も
逃
げ
る
こ
と
な
く
、

腹
を
据
え
て
向
き
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

記
録
を
出
せ
る
こ
と
と
恵
ま
れ
た
環
境

　

平
成
27
年
５
月
、
中
学
１
年
で
出
場
し
た
第
61

回
柏
崎
刈
羽
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
で
、
有
効
記

録
有
効
17
人
中
11
位
に
な
り
、
同
年
秋
の
地
区
新

人
大
会
で
は
17
人
中
６
位
で
し
た
が
、
そ
の
記
録

が
新
潟
県
内
の
中
学
１
年
生
中
で
１
位
と
な
り
新

潟
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
新
人
大
会
直
後
の
市
内
記
録
会
で
19

人
中
４
位
と
な
り
、平
成
28
年
、中
学
２
年
に
な
っ

て
か
ら
は
飛
距
離
が
10
ｍ
の
壁
を
超
え
、
同
年
10

月
の
第
41
回
少
年
少
女
親
善
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
岡

大
会
で
は
11
・
58
ｍ
で
優
勝
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
第
43
回
柏
崎
市
室
内
競
技

記
録
会
で
は
13
・
35
ｍ
で
２
位
と
約
１
ｍ
の
差
を

付
け
優
勝
し
、
そ
の
飛
距
離
は
大
会
新
記
録
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
始
め
て
間
も
な
く
か
ら
結
果
を
出

す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
砲
丸
投
が

好
き
で
熱
中
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
、
中
学
校
と
隣
接
し
て
い
る
陸
上
競
技

場
で
市
内
の
中
学
・
高
校
か
ら
選
手
が
集
ま
っ
て

い
る
中
で
練
習
で
き
て
い
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環

境
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
壁
と
高
校
受
験

　

３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
も
県
内
の
各
大
会
・
記

録
会
で
上
位
３
位
以
内
を
キ
ー
プ
し
、
８
月
に
行

わ
れ
た
北
信
越
大
会
で
は
２
位
と
な
り
、
さ
ら
に

同
月
、
熊
本
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
も
出
場

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
（
レ
ベ
ル
）
の
壁
は

厚
く
上
位
入
賞
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

月
末
に
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

「
全
国
の
壁
」
に
再
挑
戦
し
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
中
学
３
年
生
は
春
の
大
会
で
部
活

（
競
技
）を
引
退
し
、高
校
受
験
モ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

私
の
場
合
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
続
け
る

た
め
、
一
歩
遅
れ
て
の
モ
ー
ド
切
り
替
え
と
な
り
ま

す
が
、
高
校
進
学
後
も
砲
丸
投
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
勉
強
を
競
技
だ
と
思
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

●避難先●
　新潟県柏崎市

（新山）

前田 瑛　 さん
まえだ          あらん

柏崎第一中学校 ３年
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事
実
上
の
双
葉
町
民

　

双
葉
北
小
学
校
、
双
葉
中
学
校
を
経
て
双
葉
高

校
を
卒
業
す
る
ま
で
、
上
羽
鳥
の
実
家
で
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
わ
き
市
内
の
大
学
に

進
み
、
卒
業
し
て
か
ら
、
お
お
く
ま
福
寿
会
に
就

職
し
ま
し
た
。
震
災
当
時
、
大
熊
町
内
で
生
活
し

な
が
ら
同
会
が
運
営
す
る
老
人
介
護
施
設
に
勤
務

し
、
介
護
の
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
熊
町
は
隣
町
で
距
離
も
近
く
、
双
葉
・
大
熊

の
２
町
で
は
、
私
を
含
め
町
民
同
士
で
日
常
的
な

行
き
来
が
あ
る
せ
い
か
、
双
葉
町
か
ら
離
れ
た
と

い
う
感
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
家
に
も
頻

繁
に
出
入
り
し
、
近
所
の
皆
さ
ん
や
同
級
生
ら
と

変
わ
り
な
く
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
せ
い
か
、
住
民

登
録
は
大
熊
町
で
あ
っ
て
も
「
事
実
上
の
双
葉
町

民
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

好
き
な
コ
ー
ヒ
ー
が
仕
事
に

　

私
自
身
、
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
で
す
が
、
避
難
後
に

訪
れ
た
喜
多
方
市
内
の
コ
ー
ヒ
ー
店
で
、
そ
の
こ
だ

わ
り
に
心
を
動
か
さ
れ
、
早
速
、
焙
煎
機
を
購
入
し
、

勤
務
の
傍
ら
コ
ー
ヒ
ー
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

焙
煎
で
は
、
文
字
通
り
煙
や
臭
気
が
発
生
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
賃
貸
住
宅
で
は
ト
ラ
ブ
ル
の
元

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
が
、
偶
然
、
入
居
し
て
い
た

借
り
上
げ
住
宅
の
家
主
が
コ
ー
ヒ
ー
好
き
で
、
私

の
試
み
に
理
解
を
示
し
て
下
さ
る
と
と
も
に
、
貴

重
な
「
味
見
係
」
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

独
学
で
試
行
錯
誤
の
日
々
で
し
た
が
、
何
と
か
形

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
約
３
年
前
、
本
格
的
な
店

舗
開
業
に
向
け
て
準
備
を
始
め
、自
宅
と
店
を
建
て
、

勤
務
の
傍
ら
焙
煎
し
た
豆
の
通
販
を
始
め
ま
し
た
。

脱
サ
ラ
し
本
格
ス
タ
ー
ト

　

こ
の
春
、
お
お
く
ま
福
祉
会
を
退
職
し
、
店
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
で
す
が

「
茶
道
」
の
心
に
あ
や
か
り
、
お
客
様
に
憩
い
の

空
間
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め
、

店
名
は
、
茶
人
・
千
利
休
か
ら
「
利
休
」
と
名
付

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
店
を
知
っ
た
知
人
や
友
人
が
、
避
難
先
か
ら

足
を
運
ん
で
下
さ
る
こ
と
も
あ
り
、
見
知
ら
ぬ
土

地
で
の
ス
タ
ー
ト
で
不
安
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と

も
あ
る
中
、
今
後
に
向
け
た
大
き
な
勇
気
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

利　休
コーヒーショップ

（営業時間）（営業時間）午前１１：３０～午後８：００［金曜日は午後10：30まで］午前１１：３０～午後８：００［金曜日は午後10：30まで］
（定休日）　毎週水曜日（定休日）　毎週水曜日
（場所）　　須賀川市宮の杜１６－３（場所）　　須賀川市宮の杜１６－３
（電話）　　０２４８－９４－７８６８（電話）　　０２４８－９４－７８６８
（ＵＲＬ）　http://baisenya-rikyuu.com/（ＵＲＬ）　http://baisenya-rikyuu.com/

今村  尭重さん

店舗での営業だけでなく通販も行っています

●開業地●
　福島県須賀川市

（出身・羽鳥）

いまむら     たかしげ

り きゅう
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　私の夢は、大人になったら双葉町に関わる仕事をすることです。
　理由は、今も避難生活を続けている人たちがたくさんいるので、
その人たちのために何か町のためになることをし、一日でも早く双
葉町に帰れるようにお手伝いをしたいからです。
　そのために、今からふるさと双葉町のことをもっと学習して、町
のことをもっと知りたいです。そして、なるべく多くの人の役に立て
るように普段から笑顔とやさしさとあいさつを忘れずに生活してい
きたいです。
　少しでも町の復興の力になれたらいいなと思っています。

　

秋
本
番
と
な
り
、
吹
く
風
も
さ
わ
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
の
園
児
が
元
気
に
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
い

る
場
面
で
す
。
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
笑
顔
で
ス
タ
ー
ト
!!
途
中
転
ん
で
し

ま
っ
て
も
泣
か
ず
に
ゴ
ー
ル
ま
で
走
り
き
り
ま
し
た
。
少
人
数
な
ら
で
は
の

温
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
園
児
た
ち
は
存
分
に
園
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
11
ペ
ー
ジ
に
平
成
30
年
度
園
児
募
集
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

12
・
13
ペ
ー
ジ
に
各
地
区
で
開
催
さ
れ
た
盆
踊
り
・
夏
祭
り
の
様
子
を
掲

載
し
ま
し
た
。
相
馬
盆
歌
の
お
囃は

や
し子
が
聞
こ
え
て
く
る
と
双
葉
町
で
行
わ
れ

て
い
た
盆
踊
り
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
今
年
、
い
わ
き
市
南
台
応
急
仮

設
住
宅
で
行
わ
れ
た
夢
ふ
た
ば
人
盆
踊
り
大
会
で
櫓や

ぐ
ら

の
競
演
が
復
活
し
ま
し

た
。
８
行
政
区
の
力
強
い
演
奏
に
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
新
た
に
し
、
近
い

将
来
、
双
葉
町
内
で
の
復
活
を
強
く
願
い
ま
し
た
。

－ 

編
集
後
記 

－

県南双樹会盆踊り大会に参加して
いた木幡　征さん（羽鳥・左）と
松木秀男さん（羽鳥・右）の笑顔
です。

双葉町立双葉北小学校　６年　　　　　　　さん（長塚一）脇
わきざか

坂　玲
れ な

名
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